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第１回 木曽川水系識者から勉強する会

議 事 次 第

日時：平成 年 月 日(水)18 5 17

13:15 16:00～

場所：桜華会館 本館 松の間4F

１．開 会

２．議 題

( ) ｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等1

( ) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題2

( ) 今後の予定3

( ) その他4

３．閉 会

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料



木曽川水系識者から勉強する会

識 者 名 簿

名古屋大学大学院工学研究科教授 ＜河 川＞座 長 辻 本 哲 郎
つじもと てつろう

元中部地方建設局企画部長
＜河川行政＞識 者 青 山 俊 樹

あおやま と し き

（(独)水資源機構理事長）

(社)中部経済連合会常務理事 ＜経 済＞大 野 睦 彦
お お の むつひこ

中日新聞常務取締役 ＜マスコミ＞小 出 宣 昭
こ い で のぶあき

京都大学防災研究所教授 ＜水 資 源＞小 尻 利 治
こ じ り としはる

前中部地方整備局事業評価監視委員会委員
＜評 価＞重 網 伯 明

じゅうあみ のりあき

（ 法人シルバー総合研究所理事）NPO

三重大学大学院生物資源学研究科教授 ＜底生生物＞関 口 秀 夫
せきぐち ひ で お

岐阜大学流域圏科学研究センター教授 ＜河 川＞藤 田 裕一郎
ふ じ た ゆういちろう

中部大学工学部教授 ＜環境水理＞松 尾 直 規
ま つ お な お き

(財)愛知・豊川用水振興協会理事長 ＜農 水＞光 岡 史 郎
みつおか し ろ う

中部電力㈱常務取締役 ＜経 済＞宮 池 克 人
みやいけ よしひと

日本ペンクラブ、中部ペンクラブ参与 ＜作 家＞三 宅 雅 子
み や け ま さ こ

※敬称略 五十音順
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木曽川水系識者から勉強する会 配席図
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○配付資料一覧表

資料－１ 「木曽川水系識者から勉強する会」の進め方等

資料－２ 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

資料－３ 今後の予定

資料－４ 日程調整表（省略）

資料－５ 木曽川水系の概要

資料－６ 「第１回木曽川水系識者から勉強する会」説明資料

資料－７ 「議題( )治水面から見た木曽川水系の現状と課題」参考資料2
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資料-1

｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等

＜論 点＞

(1)位置づけ(案)

・河川整備計画のたたき台を策定するに際して、木曽川水系の課題は、河川

管理者が、学識経験者、住民、行政のそれぞれから抽出・整理。

・勉強する会は、河川管理者が、木曽川水系が抱える課題を抽出・整理する

に際して、識者の方々との懇談を通じて勉強することを目的。

(2)進め方(案)

・本会は、自由闊達な懇談により幅広い知識や見識を伺って、河川管理者が

自ら勉強していける運営を行います。

・本会で頂いた意見等は、公開で開催予定の河川法に基づく学識経験者から

の意見聴取の際に紹介(報告)します。

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料
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治水面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論 点＞

( ) 三川の特性を踏まえ、この地域をどのように守ればよいか。1

何を優先すべきか。

( ) 我が国最大規模のゼロメートル地帯の治水対策として考えられる対策は何か。2

そして優先すべき対策は何か。

( ) 今後 年以内に高い確率で東海地震及び東南海・南海地震の発生が予想され3 30

ることに対して、治水対策として何をすべきか。

( ) 想定氾濫区域内に我が国有数の人口と資産を抱える木曽三川において、近年4

の気象状況を踏まえ、計画規模を上回る超過洪水の発生にどう備えるべきか。

( ) 治水面から見て、どのような維持管理を行うべきか。5

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料



資料-3

今後の予定

第２回木曽川水系識者から勉強する会

平成 年 月中旬以降開催予定 18 7

利水、環境面から見た木曽川水系の現状と課題議題(案)

第３回木曽川水系識者から勉強する会

平成 年 月中旬以降開催予定 18 9

取り組むべき課題の整理議題(案)

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料



対象 資料名 ページ 修正前 修正後
勉強会
（識者）

資料-５大臣資料 - 左上の「流域の諸元」枠中 「桑名市（１４万人）」を追記

資料-５大臣資料 - 中央長良川氾濫写真「福東
輪中」

「福束輪中」

資料-６説明資料 6 下から４行目「サポート；愛知
県、岐阜県、三重県」

「サポート；岐阜県、愛知県、
三重県」

資料-７参考資料 12 １行目「配慮しなが」 「配慮しながら」

第１回 木曽川水系識者から勉強する会 当日配付資料の事後修正箇所一覧



木曽川流域

【木曽川流域位置図】

【流域の諸元】
・流域面積：9,100㎞2(全国5位)
・幹川流路延長(木曽川本川は全国7位)
木曽川:229km,長良川:166km,揖斐川:121km

・流域内人口：280万人
・主な市町村：岐阜市(41万人) 一宮市(38万人)

大垣市(15万人) 桑名市(14万人)
H18.1時点

・想定氾濫区域内人口
木曽川:187万人,長良川:63万人,揖斐川:53万人

・想定氾濫区域内資産額
木曽川:20兆円,長良川:7兆円,揖斐川:5兆円

【既定計画概要】
・木曽川：基準地点：犬山

計画：1/100
基本高水ピーク流量：16,000m3/s
計画高水流量：12,500m3/s

・長良川：基準地点：忠節
計画：既往最大(1/85相当)、
基本高水ピーク流量：8,000m3/s
計画高水流量：7,500m3/s

・揖斐川：基準地点：万石
計画：1/100
基本高水ピーク流量：6,300m3/s
計画高水流量：3,900m3/s

■広域地盤沈下により河口部は

我が国最大のゼロメートル地帯

■計画規模を上回る洪水が木曽川(昭和58年)、長良川(平成16年)で発生

●H16.10郡上市美並町の被害状況
（長良川）

■既往洪水を安全に流下させるため

ダム建設や河道掘削等を実施中

木曽川：新丸山ダム建設中(平成28年度完成予定)

長良川：長良川河口堰完成(平成7年度)

中流部河道掘削予定

揖斐川：徳山ダム建設中(平成19年度完成予定)

中流部河道掘削中

●徳山ダム

■中部を代表するレジャー、スポーツのメッカ

■伝統文化を育む豊かな自然

平成12年、土木学会選奨土木遺産に認定

木曽川水系の概要

●木曽川のケレップ水制群

長良川(岐阜市、関市)、
木曽川(犬山市)で
毎年、伝統漁法の鵜飼が行われる

●S58.9美濃加茂市街の浸水状況

（木曽川）

●千三百年の歴史がある長良川
(岐阜市)の鵜飼

●国営木曽三川公園

（河川環境楽園）

S51.9洪水では輪中堤が機能(長良川)

死者4名、行方不明1名

全半壊家屋14戸、浸水家屋3,468戸

死者1名

全半壊家屋49戸、浸水家屋586戸

アジアで初の開催
欧州を中心に世界65ヶ国から
選手が参加、約10万人が観戦

※伊勢湾台風による被害

死者・行方不明 4,645人

負傷者 66,442人

全・半壊家屋 164,292戸(流失含)

浸水家屋 190,135戸

年間入園者数:約830万人(H16年度)
(ＴＤＬ、ＵＳＪに次ぐ入園者数)

徳山ダム(ロックフィルダム)
・高さ161ｍ

・総貯水容量:6億6,000万m3

(日本一、浜名湖の2倍)

・渇水対策容量：5,300万m3

(ナゴヤドーム31杯分）

・環境保全を目的として
｢山林公有地化事業｣を先駆けて実施

●2005世界ボート選手権

（長良川国際レガッタコース）
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木曽川 揖斐川 長良川 庄内川 淀川 荒川

［ｍ］

計画高水位と地盤高の差（地盤沈下地帯）
注）上記グラフの数値は、海抜0m(T.P.±0m)の地盤高線付近の計画高水位と地盤高との差

■木曽川水系の水が中京圏の
経済・物づくりを支える

●頻発する渇水対策として木曽川水系
連絡導水路を建設予定

資料-5
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1

1

＜論点＞ (1) 位置づけ(案)

・河川整備計画のたたき台を策定するに際して、
木曽川水系の課題は、河川管理者が、学識経
験者、住民、行政のそれぞれから抽出・整理。

・勉強する会は、河川管理者が、木曽川水系が
抱える課題を抽出・整理するに際して、識者
の方々との懇談を通じて勉強することを目的。

議題(1) ｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等

資料-6

2

平成９年河川法改正(河川整備基本方針等策定の流れ)
○地域の意見を反映した河川整備の計画制度を導入
○長期目標と、20～30年間の整備計画の2本立てに変更

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-6



2

3

河川整備基本方針及び河川整備計画の概要

・学識経験を有する者の意見を聴く
・関係住民の意見を反映させるために
必要な措置を講じる
・関係都道府県知事又は関係市町村長
の意見を聴く

・社会資本整備審議会の意見を聴く
計画策定
の手続き

○河川の整備の実施に関する事項
・河川工事の目的、種類及び施行の
場所並びに当該河川工事の施行に
より設置される河川管理施設の機
能の概要
・河川の維持の目的、種類及び施行
の場所

○河川の整備の基本となるべき事項
・基本高水並びにその河道及び
洪水調節ダムへの配分
・計画高水流量
・計画高水位及び計画横断形に
係る川幅
・流水の正常な機能を維持する
ため必要な流量

○河川整備計画の目標
○河川の総合的な保全と利用に
関する基本方針記載事項

河川整備基本方針に沿って計画的に
河川の整備を実施すべき区間について
当該河川の整備に関する計画

河川の整備についての基本となるべ
き方針

内 容

河川整備計画河川整備基本方針

4

行政会議
（関係自治体）

木曽川水系識者から
勉強する会

（識者）

（河川法第16条の2第3項）
学識経験者からの意見聴取
（学識者「河川＋環境＋農林関係等」）

整備計画
（原案）

整
備
計
画

策
定

（河川法第16条の2第4項）
・公聴会
・縦覧
・インターネット etc.

関係住民

意
見

意
見

関
係
機
関
協
議
／
県
意
見
照
会
（手
続
き
）
（
河
川
法
第
16
条
の
2
第
5
項
）

整理・反映
たたき台をもとに
原案をとりまとめ

概念的フロー （案）

整備計画
たたき台

共通認識を反映

共
通
認
識

ステージⅠ ステージⅡ ステージⅢ

提示 提示

提示

ふれあい懇談会

（市民団体、町内会、ＰＴＡ等／主催；事務所(出張所)、市町村）

意向調整

情報収集
情報発信・収集

共
通
認
識

整備計画
（案）

【河川管理者】

木曽川水系河川整備計画策定の進め方(案) ①

学識経験者、住民、行政からそれぞれ意見を聴取

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-6



3

5

木曽川水系河川整備計画策定の進め方(案) ②

各組織の構成と役割

木曽川水系識者
から勉強する会

行政会議

学識経験者から
の意見聴取

【構成】木曽川水系の識者（河川、環境、農水、マスコミ等）

【役割】木曽川水系が抱える課題の抽出・整理

【構成】４県１市（河川担当課）、関係市(建設担当部)

【役割】整備計画たたき台および原案作成にあたり、骨子、方向性
について、共通認識を持つ

【構成】学識経験者（河川＋環境＋農林関係学識者等）

【役割】①（原案とりまとめに向けて）整備計画たたき台の内容に対する意向を確認する
②（原案提示後において）整備計画原案についての意見を聴取する

《関係住民について》

①関係住民からの意見聴取は、各種広報手段（複数）により対応する。
②意見聴取については、既存のつきあいの枠組み等をも活用する。

ふれあい懇談会

【構成】市民団体、町内会、ＰＴＡ等

【役割】整備計画たたき台の情報収集及び原案とりまとめの情報収集と情報発信

【主催】事務所（出張所）、市町村

学識者・行政間の

共通認識を形成

6

木曽川水系識者から勉強する会 ①

設置趣旨 木曽川水系が抱える課題を抽出し、整理することを目的に、
識者の方との懇談を通して勉強をする。

識者(座長) 辻本 哲郎 河 川 名古屋大学大学院工学研究科教授
識 者 青山 俊樹 河川行政 元中部地方建設局企画部長

((独)水資源機構理事長)
大野 睦彦 経 済 (社)中部経済連合会常務理事
小出 宣昭 マスコミ 中日新聞常務取締役
小尻 利治 水 資 源 京都大学防災研究所教授
重網 伯明 評 価 前中部地方整備局事業評価監視委員会委員

(NPO法人シルバー総合研究所理事)
関口 秀夫 底生生物 三重大学生物資源学部教授
藤田 裕一郎 河 川 岐阜大学流域圏科学研究センター教授
松尾 直規 環境水理 中部大学工学部教授
光岡 史郎 農 水 (財)愛知・豊川用水振興協会理事長
宮池 克人 経 済 中部電力㈱常務取締役
三宅 雅子 作 家 日本ペンクラブ、中部ペンクラブ参与

(計12名) ※敬称略 五十音順
事 務 局 中部地方整備局河川部、木曽川上・下流事務所

サポート；岐阜県、愛知県、三重県の河川担当課
会 員 中部地方整備局河川部、企画部、木曽川水系の関係事務所

岐阜県、愛知県、三重県、長野県、名古屋市河川担当課
岐阜市、大垣市、美濃加茂市、一宮市、桑名市の建設担当部

第1回木曽川水系
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木曽川水系識者から勉強する会 ②

開催予定 平成18年 5月17日

第１回木曽川水系識者から勉強する会

議題(1) ｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等

(2) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

平成18年 7月

第２回木曽川水系識者から勉強する会

議題(1) 利水、環境面から見た木曽川水系の現状と課題

平成18年 9月

第３回木曽川水系識者から勉強する会

議題(1) 取り組むべき課題の整理

8

＜論点＞ (2) 進め方(案)

・今日は、自由闊達な懇談により、幅広い見
識や知識をうかがって、河川管理者が自ら
勉強していける運用を行います。

・本会で頂いた意見等は、公開で開催予定の

河川法に基づく学識経験者からの意見聴取

の際に紹介（報告）します。

議題(1) ｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-6
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木曽三川の特性

木曽川
（2,517km2※3）

長良川
（1,607km2※1）

揖斐川（1,196km2※1）
A

B

C

飛騨川（2,167km2※2）

河床勾配図
河口からの距離(km)

木曽川平均河床高（直轄区間）

長良川平均河床高（直轄区間）

揖斐川平均河床高（直轄区間）

木曽川平均河床高（指定区間）

飛騨川平均河床高（指定区間）

議題（２）治水面から見た木曽川水系の現状と課題

※1 基準地点上流の集水面積
※2 飛騨川の木曽川合流点より上流の集水面積
※3 木曽川基準地点上流集水面積から、飛騨川の木曽川
合流点より上流の集水面積を差し引いた値

10

630m420m400m

▽ HWL  9.79
▽ HWL  7.39 ▽ HWL  8.04

木曽川

24.0km

揖斐川

24.0km

長良川

24.0km

木曽三川の特性

200m

5m

T.P.0m

揖斐川 1,196km2 ※1

※1 基準地点上流の集水面積

※2 飛騨川の木曽川合流点より上流の集水面積

※3 木曽川基準地点上流集水面積から、飛騨川の木曽川合流点より上流の集水面積を差し引いた値

飛騨川 2,167km2 ※2

木曽川 2,517km2 ※3

長良川 1,607km2 ※1

第1回木曽川水系
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木曽三川の特性
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(S58.9) 63.93m

H.W.L 62.74m
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＜Ａ地点＞

現況堤防
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木曽三川の特性
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木曽三川の特性
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木曽三川の特性

木曽三川の想定氾濫区域内人口は我が国有数
(約300万人)

1/150 1/100 1/80 実績1/200

～～
想定氾濫区域内人口

河川名

揖斐川：53万人

長良川：63万人

庄内川：154万人

多摩川：122万人

木曽川：187万人
「工事実施基本計画での計画目標」

治水安全度(1/200) 

治水安全度(1/150) 

治水安全度(1/100)

治水安全度(1/80)

治水安全度(実績)

5,000

第1回木曽川水系
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木曽三川の特性

木曽川：20兆円

揖斐川：5兆円

長良川：7兆円

多摩川：18兆円

庄内川：24兆円

想定氾濫区域内資産

河川名
1/150 1/100 1/80 実績1/200

木曽三川の想定氾濫区域内資産は我が国有数
(約32兆円)

「工事実施基本計画での計画目標」

治水安全度(1/200) 

治水安全度(1/150) 

治水安全度(1/100)

治水安全度(1/80)

治水安全度(実績)

8,500

水位低下

木曽三川における治水整備の選択肢

何もしない

整備をする

川幅を拡げる
掘削する
洪水調節施設を造る

流水の通常の作用に対する
安全性を強化する
耐震化する

ポンプにより排水する
湛水しても被害が最小となるよう
土地利用誘導を行う

内水対策

危機管理対策

堤防強化

輪中堤を補強する
防災ステーションを拡充する 10

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-6
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木曽三川における現在実施中の主要な治水整備事業

新丸山ダム建設事業
（S61～H28）

長良川河道掘削
（H18～21）

揖斐川河道掘削
（H12～19）

徳山ダム建設事業
（S51～H19）

横山ダム再開発事業
（H2～22）

牧田川、杭瀬川引堤
杭瀬川河道掘削
（S47～H19）

揖斐川築堤
（H15～19）

18

木曽三川における現在実施中の主要な治水整備事業

現在実施中の主要な治水整備事業

機能の概要

堤防強化対策
大垣市

杭瀬川5.0k～8.8K

堤防強化対策
桑名市上之輪～多度町
揖斐川右岸7.0k～12.6K

堤防 緊特事業

養老町
牧田川5.0k～7.2K
杭瀬川0.0k～5.2k

復緊関連事業

水位低下対策
岐阜市

長良川47.6k～53.2K
－ 河道断面の確保

水位低下対策
輪之内町、安八町、大垣市
揖斐川32.2k～39.2K

－ 河道断面の確保

水位低下対策 八百津町、御嵩町 ダム 洪水時の安全性向上 新丸山ダム建設

水位低下対策 揖斐川町 ダム 洪水時の安全性向上 徳山ダム建設

水位低下対策 揖斐川町 ダム 洪水時の安全性向上 横山ダム再開発

設置される河川管理施設等
施工の場所工事の種類 備 考

堤防
高水護岸 等

堤防
高水護岸 等

堤防強化

堤防強化

河道断面の確保水位低下対策

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-6
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長良川
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ゼロメートル地帯の現状

木曽川
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「中部地方整備局作成」

注） 印は、堤内地地盤高がT P 0mの地点。
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［ｍ］

ゼロメートル地帯の現状

計画高水位と地盤高の差（地盤沈下地帯）

三大都市圏で最も大きな浸水リスクを抱えている

注）上記グラフの数値は、海抜0m(T P±0m)の地盤高線付近の計画高水高と地盤高との差 「中部地方整備局作成」

木曽川 揖斐川 長良川 淀川 荒川

第1回木曽川水系
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2020

140140

120120

100100
8080

6060

4040

20
6060

8080
100100

120120 100100140140
60604040 2020

尾張建設事務所

海部建設事務所

桑名出張所

長島出張所

南濃出張所

牧田川出張所

木曽川下流河川事務所

桑名建設事務所

四日市建設事務所

長良川
第二出張所

海津出張所

広域地盤沈下による我が国最大のゼロメートル地帯（面積：395km2）
木曽川第二出張所

愛知県庁

名古屋市

桑名市

庄内川

木
曽
川

長
良
川揖

斐
川

日
光
川

伊勢湾

凡 例
★ 主要な工場等（※）
■ 自治体役所、土木事務所
● 国交省河川事務所
▲ 国交省河川事務所出張所
輪中堤の位置に現存する
盛土構造物

河川
主要都市
ゼロメートル地帯
（朔望平均満潮位T.P.+1.2m以下）

※主要な工場等とは、敷地面積が概ね50,000m2以上の工場
（出典：H18年マップル道路地図より読み取り）

弥富出張所

22

［堤防の質的強化］
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高潮堤防

堤防強化対策

築堤

木
曽
川

揖
斐
川

長
良
川

整備済み

整備中

(ポンプ能力）

凡例

堤防強化対策

築堤

高潮堤防

質的整備が必要な区間

今後検討が必要な区間

［防災ステーション・防災拠点］

［排水機場］

直轄

許可

20m3/s以上

10～20m3/s

5～10m3/s

～ 5m3/s

ゼロメートル地帯
（朔望平均満潮位T.P.+1.2m以下）

ゼロメートル地帯で実施中の治水整備事業

高
潮
区
間

第1回木曽川水系
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濃尾平野における地域協議会の設置

高潮防災知識の蓄積と普及
大規模浸水を想定した危機管理行動計画策定

＜ 、 、 、 ＞ 国 地方自治体 道路・鉄道等の施設管理者 ライフライン施設管理者等 

大規模浸水を想定した危機管理行動計画（ ） H18策定へ 

中部地方の天変地異を考える会
、 、 、 、地震 火山 洪水 高潮 渇水等の災害の危険性の高い中部

（ ）自然現象に伴う被害 災害 の想定と対処

、社会状況の変化を踏まえ 天変地異による災害を最小化する方策を考える

克災戦略研究会（ ） 仮称 
被害にあいにくい住まい方への転換・自助となる災害対策への支援

ＮＰＯモノづくりを得意とする中部の企業・   

「 」災害に立ち向かい克服する姿勢を 克災 とした

  

、伊勢湾岸のゼロメートル地帯で 初の複合防災訓練
、地震による高潮堤防等の被害 台風による高潮の複合災害を想定

：場所 弥富ふ頭ほか

提言を受けた中部地方整備局の主な対応

H17 - H18

H17 -

H18.5.21

ゼロメートル地帯の高潮対策検討会を受けての中部地整の対応

複合災害防災実動訓練複合災害防災実動訓練（平成18年5月21日）

高潮情報の収集・伝達体制の強化・地下空間における対策の立案

高潮情報の収集・伝達体制の強化・地下空間における対策の立案高潮情報の収集・伝達体制の強化・地下空間における対策の立案高潮情報の収集・伝達体制の強化・地下空間における対策の立案
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1

議題(2) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論点＞ (1) 三川の特性

（１）三川の特性を踏まえ、

この地域をどのように守ればよいか。

何を優先すべきか。

資料-7

2

（１） 三川の特性

資料：気象庁観測の1994～2003年平均より作成

木曽川の一部と、揖斐川・長良川の源流域は

年間降水量が3000㎜を超える多雨地帯

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7
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3

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

1945 1955 1965 1975 1985 1995 2005
年

総
降
水
量
, 
mm

10年平均

流域内平均降水量

全国平均降水量

※全国平均は気象庁HPより集計
流域内平均は気象庁データ及び国土交通省データにより集計

（１） 三川の特性

流域の平均降水量

流域内の平均降水量は、全国平均を約800㎜も上回る

4

（１） 三川の特性

木曽川、揖斐川の上流域の地質は脆弱
土地利用は、流域の８割が山地

凡例

完新統

更新統

鮮新統

中新統

中・古生界

堆積岩

安山岩類(完新世～更新世後期)

安山岩類(更新世前期～鮮新世)

花崗岩類(白亜紀～古第三紀 )

新期領家花崗岩類(白亜紀 )

花崗斑岩

濃飛流紋岩類堆積岩

火成岩

安山岩類(完新世～更新世後期)

安山岩類(更新世前期～鮮新世)

花崗岩類(白亜紀～古第三紀 )

新期領家花崗岩類(白亜紀 )

花崗斑岩

濃飛流紋岩類堆積岩

火成岩

畑地
3%

都市集落
7%

水田
9%

開放水面
2%

林地等
79% 土地利用状況

第1回木曽川水系
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（
m
）

揖斐川
（３３ｋｍ付近）

長良川
（３２ｋｍ付近）

木曽川
（３３ｋｍ付近）

養老町 輪之内町 羽島市 一宮市 小牧市

西
牧田川 日光川

東

（１）三川の特性

濃尾平野の地形は東高西低

6
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高

(T
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.m
)

木曽川HWL
長良川HWL
揖斐川HWL
木曽川計画高潮位

長良川計画高潮位

揖斐川計画高潮位

木曽川平均河床高

長良川平均河床高

揖斐川平均河床高

高潮区間

40kより下流は木曽川のＨＷＬが最も高い。
氾濫した場合のリスク大

長良川の勾配は、三川で最も緩い。

（１）三川の特性

ＨＷＬは、地形と同様、三川が合流する下流部で、
木曽川、長良川、揖斐川の順に高い
河床勾配は、上流部で揖斐川が最も急勾配

距離標(km)

42kで揖斐・長良のH.W.Lが逆転

第1回木曽川水系
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7

(1) 三川の特性

●美濃加茂市街の浸水状況 （木曽川）

美濃加茂市、坂祝町などで、死者・行方不明5名、浸水家屋約3,500戸が被災

木曽川では、昭和58年9月に計画高水を上回る洪水発生
基本高水ピーク流量 ：16,000m3/s [犬山]
S58.9自然洪水流量（※） ：約16,400m3/s

（※）ダムで調節せずにすべての流量を河道で流した場合の流量

8

(1) 三川の特性

改修後の状況（坂祝・土田地先）

○新丸山ダム完成予想写真

S５８災後、河道では、堤防等を整備

洪水調節施設としては、阿木川ダム、味噌川ダムを建設、

新丸山ダムを建設中

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7
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9

(1) 三川の特性

●S51.9安八町の破堤氾濫状況
（長良川）

安八町大森地先で破堤し、死者・行方不明5名、浸水家屋約6万戸が被災

長良川では、昭和51年9月に本川が破堤する洪水が発生

揖斐川

長良川

破堤地点

10

(1) 三川の特性

長良川河口堰

両満川排水機場

S５１災後、外水対策として、堤防等の整備の他、
長良川河口堰を建設して下流部の河道浚渫を実施
内水対策として、排水機場を整備

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7
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11

(1) 三川の特性

主に本川上流域で、浸水家屋約600戸が被災

H16.10.20 浸水状況（岐阜市福富地内） H16.10.20 浸水状況（関市小瀬地内）

長良川では、平成16年10月に基本高水を上回る洪水発生
基本高水ピーク流量 ：8,000m3/s [忠節]
H16.10自然洪水流量（※）：約8,100m3/s

（※）氾濫した全ての流量を河道で流した場合の流量

12

忠

節
用

水

 H河道掘削

(1) 三川の特性

河道掘削

長良川掘削断面

長良川緊急改修（Ｈ１６出水対応）

Ｈ１６災後、アユの生息・生育環境や、伝統の鵜飼に配慮しながら、
緊急的な河道掘削を平成18年度より実施予定

※アユの生息・生育に配慮し、平水位より上を掘削

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7
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13

昭和50年8月台風6号
（新幹線揖斐川橋）

平成14年7月台風6号
（岐阜県大垣市荒崎地区）

(1) 三川の特性

浸水家屋 215戸、浸水面積188ha 浸水家屋 738戸、浸水面積857ha

揖斐川では、昭和50年8月、平成14年7月に
計画高水を上回る洪水発生
計画高水流量 ： 3,900m3/s [万石]
観測流量 S50.8：約4,200m3/s、H14.7：約4,200m3/s

14

(1) 三川の特性

徳山ダム揖斐川本川掘削

河道では、中流部で河道掘削等を実施中
洪水調節施設としては、横山ダムの再開発と
徳山ダムを建設中

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7
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15

(1) 三川の特性

砂礫

砂（砂礫混じり）

粘土

2m

2m

揖斐川 右岸8.8km

川表川裏

近傍の河床土で造られた木曽三川の堤防は、
砂分が多く脆弱

16

議題(2) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論点＞ (2) ゼロメートル地帯対策

（２）我が国最大規模のゼロメートル地帯の

治水対策として考えられる対策は何か。

そして優先すべき対策は何か。

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7
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17

A’

A

（２） ゼロメートル地帯対策

広域地盤沈下により我が国最大のゼロメートル地帯
(面積：395 )

18

（２） ゼロメートル地帯対策

伊 勢 湾

弥富町飛島町 名古屋市

七宝町 甚目寺町

稲沢市

一宮市

朔望平均満潮位（T.P＋1.20m）

0 5 10km
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道

A－A’断面図

A A’

中京圏の人口・資産が朔望平均満潮位以下に集積

第1回木曽川水系
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（２） ゼロメートル地帯対策

単位：cm

出典：東海三県地盤沈下調査会

-180
-160
-140
-120
-100
-80
-60
-40
-20
0

S3134 37 40 43 46 49 52 55 58 61 H1 4 7 10 13
（年）

累
積
沈
下
量

（
c
m

）

旧 長島町

木曽岬町

河口部では最大１５９㎝の地盤沈下
近年、安定傾向にあるが、平成6年(渇水年)には
1㎝以上の沈下が広い範囲で見られた

S36年～H16年までの累加沈下量分布

20

（２） ゼロメートル地帯対策

伊勢湾台風による浸水状況

昭和34年の伊勢湾台風では、広い範囲で1ヶ月以上湛水

１ヶ月以上
湛水

湛水期間

1日

1日－30日

31日－120日

120日＜

流線（海水）

同 （河水）

破堤箇所

第1回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-7



11

21

高潮対策堤防補強断面図

（２） ゼロメートル地帯対策

地盤沈下対策として高潮堤防の補強を実施中

22

※海岸保全区域が対象

（２） ゼロメートル地帯対策

４０年以上経過

３０～４０年経過

２０～３０年経過

２０年未満経過

不明

出典：ゼロメートル地帯の
高潮対策検討会

H17 11 4 資料より

三大湾で最も老朽化 40年以上経過した海岸堤が6割以上

第1回木曽川水系
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23

（２） ゼロメートル地帯対策

7.0
6.6

6.1 6.1

4.7 4.7

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

木曽川 揖斐川 長良川 庄内川 淀川 荒川

［ｍ］

計画高水位と地盤高の差（地盤沈下地帯）

注）上記グラフの数値は、海抜0m(T.P.±0m)の地盤高線付近の計画高水高と地盤高との差

三大都市圏で最も大きな潜在リスクを抱えている
(ＨＷＬと地盤高の差が最大)

24

議題(2) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論点＞ (3) 地震対策

（３）今後30年以内に高い確率で

東海地震及び東南海・南海地震の

発生が予想されることに対して、

治水対策として何をすべきか。

第1回木曽川水系
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25

東南海地震南海地震

(3) 地震対策

慶長地震(M7.9)

宝永地震(M8.6)

安政南海地震(M8.4)

安政東海地震
(M8.4)

南海地震(M8.0) 東南海地震(M7.9)

東海・東南海地震が同時に発生した場合、
岐阜・愛知・三重の３県で、
家屋倒壊最大27万7､000戸、死者4,400人 (H15年12月中央防災会議

での想定)

26

(3) 地震対策

平成7年の阪神淡路大震災では、
液状化により淀川下流部の堤防が大きく被災

淀川 大阪市此花区西島地先

第1回木曽川水系
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27

１００％９０％大阪湾

３２％６２％東京湾

５％６５％伊勢湾

水門等の
耐震化率

海岸堤防の
耐震化率

湾の名称

注）・２００５年国土交通省調査発表より（県区間含む）

・伊勢湾は、三重県川越町から愛知県東海市までの区間

(3)地震対策

三大湾で最も海岸堤防、水門等の耐震化が遅れている

28

(3) 地震対策

整備済み箇所

防災ステーション等の整備、計画中 整備済みは1箇所

整備済み

整備中

将来計画

第1回木曽川水系
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(3) 地震対策

２５KP

３０KP

３５KP

４０KP

４５KP

５０KP

５５KP

緊急時の物資運搬路として緊急用河川敷道路を整備中

(整備率：51％)

凡例

【緊急用河川敷道路】

将来計画

第１次緊急輸送路

第２次以降緊急輸送路

整備済み

30

（４）想定氾濫区域内に我が国有数の

人口と資産を抱える木曽三川において

近年の気象状況を踏まえ、

計画規模を上回る超過洪水の発生に

どう備えるべきか。

議題(2) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論点＞ (4) 超過洪水対策

第1回木曽川水系
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(4) 超過洪水対策

1. 時間雨量 ５５００ ㎜以上の降雨の発生回数

0

200

300

2. 時間雨量 ００１００ ㎜以上の降雨の発生回数
52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1415

H8～17

平均288回平均 234234 回
S61～H7

平均 209回
S51～60

0

5

10

S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

H8～17

平均平均 44..77回回
平均 22.33回
S61～H7

平均平均 22..22回回
S51～60（回/年）

16

500

400
（回/年）

H1S51

100

17

17

１時間降雨量における年間延べ件数

（全国のアメダス地点 約1,300箇所より）

近年、全国的に集中豪雨発生回数が増加傾向

16

32

(4) 超過洪水対策

東海豪雨では、従前の観測史上最大の2倍近い428mm/日の降雨が発生

名古屋地方気象台の日雨量

※観測史上（明治24年から）第10位までの観測データ、及び昭和36年以降の観測データより作成
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(4) 超過洪水対策
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木曽三川の想定氾濫区域内人口は我が国有数
(約300万人)

1/150 1/100 1/80 実績1/200

～～
想定氾濫区域内人口

河川名

揖斐川：53万人

長良川：63万人

庄内川：154万人

多摩川：122万人

木曽川：187万人
「工事実施基本計画での計画目標」

治水安全度(1/200) 

治水安全度(1/150) 

治水安全度(1/100)

治水安全度(1/80)

治水安全度(実績)

5,000
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(4) 超過洪水対策
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木曽川：20兆円

揖斐川：5兆円

長良川：7兆円

多摩川：18兆円

庄内川：24兆円

想定氾濫区域内資産

河川名
1/150 1/100 1/80 実績1/200

木曽三川の想定氾濫区域内資産は我が国有数
(約32兆円)

「工事実施基本計画での計画目標」

治水安全度(1/200) 

治水安全度(1/150) 

治水安全度(1/100)

治水安全度(1/80)

治水安全度(実績)

8,500
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(4) 超過洪水対策

昭和51年9月の安八水害では、
福束輪中堤が下流への氾濫水の流入を防いだ

牧輪中
安八町

福束輪中

破堤地点

36

(4) 超過洪水対策

一宮市各務原市

御囲堤

新堤

御囲堤は二線堤として維持管理

第1回木曽川水系
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(4) 超過洪水対策

H18.4揖斐川、根尾川神戸町岐阜県

※H18.5時点

H16.11揖斐川、木曽川、長良川桑名市三重県

H16.10木曽川木曽岬町三重県

H13.11木曽川津島市愛知県

H13.9木曽川、長良川愛西市愛知県

H16.3木曽川弥富町愛知県

H16.4木曽川飛島村愛知県

H16.3木曽川十四山村愛知県

H15.6木曽川、庄内川蟹江町愛知県

H15.2庄内川、木曽川美和町愛知県

H16.3庄内川、木曽川七宝町愛知県

H16.7木曽川坂祝町岐阜県

H15.9揖斐川、根尾川大野町岐阜県

H17.3長良川、揖斐川輪之内町岐阜県

H17.3揖斐川、牧田川、杭瀬川養老町岐阜県

H15.4揖斐川海津市岐阜県

H15.9木曽川美濃加茂市岐阜県

H16.3木曽川、長良川羽島市岐阜県

H16.3揖斐川大垣市岐阜県

H14.9長良川岐阜市岐阜県

公表年月対象河川名市区町村名都道府県名

公表済（２５／３５市町村）

作成中（10／35市町村）

全ての関係市町で洪水ハザードマップを公表予定

H18.4木曽川各務原市岐阜県

H18木曽川可児市岐阜県

H18.3根尾川本巣市岐阜県

H18.4揖斐川池田町岐阜県

H18.5長良川、揖斐川、根尾川安八町岐阜県

公表年月対象河川名市区町村名都道府県名

H20以降木曽川犬山市愛知県

木曽川扶桑町愛知県

H19木曽川稲沢市愛知県

H18木曽川一宮市愛知県

H18木曽川、長良川岐南町岐阜県

木曽川江南市愛知県

H20以降長良川、揖斐川、根尾川瑞穂市岐阜県

H20以降長良川北方町岐阜県

H18揖斐川揖斐川町岐阜県

H20以降木曽川、長良川笠松町岐阜県

作成予定対象河川名市区町村名都道府県名

38

(4) 超過洪水対策

岐阜市役所水位表示 ショッピングセンター水位表示

洪水情報をいち早く地域住民に伝えるため、
市街地に河川情報板を設置

第1回木曽川水系
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(4) 超過洪水対策

インターネットを活用して、
洪水情報をリアルタイムに地域住民に提供

40

議題(2) 治水面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論点＞ (5) 維持管理

（５）治水面から見て、どのような

維持管理を行うべきか。

第1回木曽川水系
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(5) 維持管理

ポンプの設置・更新スケジュール

0

5

10

15

20

S40 S50 S60 H7 H17 H27 H37

ポンプ更新台数

ポンプ設置台数

台
数

多くの排水ポンプが老朽化
今後、毎年約4台の更新が必要

※H18年
以降の更
新は、ポ
ンプ設置
後30年経
過で計画

42

(5) 維持管理(参考)

伊勢大橋（長良川・揖斐川5.8km）

計画高潮位
T.P. 4.80m

桁下高最低 T.P. 4.1m

老朽化した構造令を満たしていない

占用工作物(橋梁・堰等)が多数存在

揖斐川

長良川

第1回木曽川水系
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第２回 木曽川水系識者から勉強する会

議 事 次 第

日時：平成 年 月 日(火)18 8 1

13:30 16:30～

場所：愛知県三の丸庁舎 大会議室8F

１．開 会

２．議 題

( )「第１回木曽川水系識者から勉強する会」議事要旨(案)1

( ) ｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等2

( ) 水利用・環境面から見た木曽川水系の現状と課題3

( ) ｢ふれあい懇談会｣の実施状況4

( ) 今後の予定5

( ) その他6

３．閉 会

第2回木曽川水系
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木曽川水系識者から勉強する会

識 者 名 簿

名古屋大学大学院工学研究科教授 ＜河 川＞座 長 辻 本 哲 郎
つじもと てつろう

元中部地方建設局企画部長
＜河川行政＞識 者 青 山 俊 樹

あおやま と し き

（(独)水資源機構理事長）

(社)中部経済連合会常務理事 ＜経 済＞大 野 睦 彦
お お の むつひこ

中日新聞常務取締役 ＜マスコミ＞小 出 宣 昭
こ い で のぶあき

京都大学防災研究所教授 ＜水 資 源＞小 尻 利 治
こ じ り としはる

前中部地方整備局事業評価監視委員会委員
＜評 価＞重 網 伯 明

じゅうあみ のりあき

（ 法人シルバー総合研究所理事）NPO

三重大学大学院生物資源学研究科教授 ＜底生生物＞関 口 秀 夫
せきぐち ひ で お

岐阜大学流域圏科学研究センター教授 ＜河 川＞藤 田 裕一郎
ふ じ た ゆういちろう

中部大学工学部教授 ＜環境水理＞松 尾 直 規
ま つ お な お き

(財)愛知・豊川用水振興協会理事長 ＜農 水＞光 岡 史 郎
みつおか し ろ う

中部電力㈱常務取締役 ＜経 済＞宮 池 克 人
みやいけ よしひと

日本ペンクラブ、中部ペンクラブ参与 ＜作 家＞三 宅 雅 子
み や け ま さ こ

※敬称略 五十音順
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資料―１ 

第１回木曽川水系識者から勉強する会 議事要旨(案) 

 

日 時：平成 18 年 5 月 17 日（水）13:15～16:00 

場 所：桜華会館 本館 4F 松の間 

 

 １．開会 

 

 ２．挨拶（中部地方整備局河川部長） 

 

 ３．座長挨拶 

 

 ４．情報提供 

   事務局より次の情報提供を行いました。 

・ 複合型災害防災実動訓練の実施予定 

・ 岐阜県揖斐川町東横山地内地すべりの状況(速報) 

 

 ５．議事 

  (1)「木曽川水系識者から勉強する会」の進め方等 

   次のことが合意されました。 

・ 河川整備計画のたたき台を策定するに際して、木曽川水系の課題は、河川管理者

が、学識経験者、住民、行政のそれぞれから抽出・整理。 

・ 勉強する会は、河川管理者が、木曽川水系が抱える課題を抽出・整理するに際し

て、識者の方々との懇談を通じて勉強することを目的。 

・ 本会は、自由闊達な懇談により幅広い知識や見識を伺って、河川管理者が自ら勉

強していける運営を行う。 

・ 本会で頂いた意見等は、公開で開催予定の河川法に基づく学識経験者からの意見

聴取の際に紹介(報告)する。 

・ 本会は報道機関に対して公開することとし、方法等については座長と事務局で調

整する。 

 

(2)治水面から見た木曽川水系の現状と課題 

論点１～５に関して主に次のような意見を頂きました。 

論点１ 三川の特性を踏まえ、この地域をどのように守ればよいか。何を優先すべきか。 

論点２ 我が国最大規模のゼロメートル地帯の治水対策として考えられる対策は何か。そ

して優先すべき対策は何か。 

論点３ 今後 30 年以内に高い確率で東海地震及び東南海・南海地震の発生が予想される

第2回木曽川水系
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ことに対して、治水対策として何をすべきか。 

論点４ 想定氾濫区域内に我が国有数の人口と資産を抱える木曽三川において、近年の気

象状況を踏まえ、計画規模を上回る超過洪水の発生にどう備えるべきか。 

論点５ 治水面から見て、どのような維持管理を行うべきか。 

 

・ 治水対策は、地域の住民性、人間性などの文化的、歴史的な特性も踏まえて考え

るべき。 

・ 上流、中流、下流それぞれの地域特性を踏まえた上で、中小河川や伊勢湾も含め

た、行政上の管理区間にとらわれない、総合流域管理の視点に立ったバランスの

とれた治水計画の策定が必要。 

・ コミュニティの地域特性を踏まえて、防災教育、防災訓練の行い方、防災リーダ

ーの養成、避難情報の出し方等についても考えるべき。 

・ 治水対策は、河川堤防、高潮堤防等のストックの点検、安全性等の機能評価を踏

まえて考えるべき。 

・ 伊勢湾台風に比べて東海豪雨災害では大量の災害ゴミが発生しており、今後は、

災害後に発生するゴミの問題が重要。 

・ 地震対策は、地震発生の確率的な信頼性も踏まえて考えるべき。 

・ 地震と洪水の同時発生など、複合災害時の対策についても考えるべき。 

・ 地震時も含めた高潮堤防の安全性確保が重要。 

・ 気象や少子高齢化等のトレンドを踏まえて、超過規模、超過洪水の捉え方を考え

るべき。 

・ 超過洪水の考え方としては、「100 年に一度の洪水が、最近は 80 年に一度になっ

た」と捉えるよりも「100 年に一度の洪水が、最近は多い」と認識する方がよい。 

・ 現況施設レベルやストックの安全性を見極めながら、整備水準を超える洪水等が

発生した場合の災害対応が重要。 

・ 超過洪水に対して、輪中堤などの治水資産を二線堤として位置付けていくことが

重要。 

・ 流域全体の水収支や土砂動態を踏まえた、水・土砂管理、河道管理が重要。 

・ 河川堤防、高潮堤防、二線堤などの適切な維持・管理が重要。 

・ 行政上の管理区間にとらわれないで、維持・管理を考えていくべき。 

(順不同) 

 

(3)今後の予定 

 次のことが確認されました。 

・ ７月中旬以降に「利水、環境面から見た木曽川水系の現状と課題」を主な議題と

して第２回勉強する会を、９月中旬以降に「取り組むべき課題の整理」を主な議

題として第３回勉強する会を開催予定。 

 

 ６．閉会 
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資料-2

｢木曽川水系識者から勉強する会｣の進め方等（案）

1) 公開の基本的方針

本会は、報道機関(中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、三重県

政記者クラブ)に公開して開催する。

2) 公開の手続き等

１．公表の主体

本会に関する資料の公表は、事務局(中部地方整備局河川部)が行う。

２．本会の開催日時、場所等の公表

本会の開催日時、場所等は、あらかじめ中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政

記者クラブ、三重県政記者クラブに投込する。

３．資料等の公表

本会で配布した資料は、中部地方整備局ホームページで公表すると共に、同整

備局情報公開室で閲覧できるような措置をとる。

４．公表の時期

本会終了後、できるだけ速やかに行う。

第2回木曽川水系
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資料-3

１．水利用面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論 点＞

(１)頻発する渇水への対応策として何をすべきか。

(２)新たな流域水環境に関する社会要請への対応策は如何にあるべきか。

２．環境面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論 点＞

(１)河川環境をどのように保全していくべきか。

(２)美しい水辺景観の保全や河川にまつわる文化の継承・育成についてどのよう

に取り組んでいくべきか。

(３)河川利用についてどのように対応していくべきか。

(４)水質をどのようにしていくべきか。

第2回木曽川水系
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第２回 木曽川水系識者から勉強する会

当日配付資料の事後修正箇所一覧

資料名 ページ 修正前 修正後
資料４
利水説明資料

13 凡例：上が「最大出力」、下が
「最大使用水量」。

凡例：上が「最大使用水量」、
下が「最大出力」。



利水－1

第２回木曽川水系識者から勉強する会

平成１８年８月１日 河川部 河川環境課

＜ 水 利 用 ＞

利水－2

≪論 点≫

第２回木曽川水系識者から勉強する会（水利用）

①頻発する渇水への対応策として何をすべきか

②新たな流域水環境に関する社会要請への対応策
は如何にあるべきか

1
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利水－3

（１）降水量及び河川流量等の特性

（２）水利用の歴史

（３）頻発する渇水

（４）安定した水利用に向けて

（５）渇水への対応

（６）近年の新たな社会要請

（７）水利用における論点と対応策

水利用

第２回木曽川水系識者から勉強する会（水利用）

利水－4

（１）降水量及び河川流量等の特性

１）降水量の状況

２）河川流量の状況

３）水利用の状況

（１）降水量及び河川流量等の特性

2
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利水－5

【木曽三川流域における年間降水量】

揖斐川
1,840km2

長良川
1,985km2 木曽川

5,275km2

（資料：気象庁観測の1994～2003年平均より作成）

（１）降水量及び河川流量等の特性

利水－6

【年間降水量のトレンド】

木曽川水系の年間降水量の経年変化

年間降水量は年によりバラツキが大きく近年は少雨化傾向
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平均

（１）降水量及び河川流量等の特性
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利水－7

【河川流量の状況】

木曽川（今渡） 長良川（墨俣） 揖斐川（万石）

１ ： ５１

※枠内の数字は、最大流量と最小流量の比率 （最小流量：最大流量）
※H5～H14の日平均データをもとに作成
※自然流量＝実績流量＋取水量＋ダム調整量（慣行水利は考慮していない）

１ ： ７４

１ ： ７８１

61m3/s

263m3/s

3,112m3/s

28m3/s

126m3/s

2,058m3/s

2m3/s

79m3/s

1,232m3/s

最小流量

平均流量

最大流量

（１）降水量及び河川流量等の特性

利水－8

工水

上水

農水

凡 例

171

110

39

23

木曽川

水利権量
（m3/s）

区 分

合計

農水

上水

工水

2203575

2904375

4450

2630

三川合計長良川揖斐川

【水利用の状況】

農業用水に多く利用されている

（１）降水量及び河川流量等の特性
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利水－9

木曽川大堰

兼山

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

伊 勢 湾

犬山

工水

上水

農水

【水利用の状況】

木曽川水系の主要な水利権量三川別の水利権量の割合

37m3/s 71m3/s

35m3/s

【凡例】

水利用は木曽川に集中している

木曽川：59％

揖斐川：26％

長良川：15％

（１）降水量及び河川流量等の特性

利水－10

（２）水利用の歴史

１）江戸時代（農業利用）

２）明治時代以降（木材輸送から水力発電へ）

３）高度成長期（産業の進出）

（２）水利用の歴史

5
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利水－11

（２）水利用の歴史

【濃尾平野では古来より農業が営まれてきた】

氾濫源を利用し農業が営まれてきた

・木曽川左岸の尾張川の耕地を守る
慶長13年に御囲堤による派川締切り
⇒取水施設（杁：いり）の建設

御囲堤

御囲堤
木曽

川

（出典：木曽三川流域誌）

現河道
旧河道

農業用水整備の起源

（出典：濃尾平野(2)その自然史と社会史との交流に加筆）

利水－12

（２）水利用の歴史

【江戸～明治時代：木曽川は木材運搬の大動脈であった】

明治43年以降 鉄道事業の進出

木曽川を用いた
木材の運搬は消滅

筏流し：材木を筏に組んで
河口まで運搬

大正13年 大井ダム完成（ダム式発電所）

・鉄道事業の進出
・水力発電所の建設

（出典：木曽川は語る）

（出典：木曽三川流域誌） （出典：（財）日本ダム協会HP）

6

第2回木曽川水系

 識者から勉強する会 資料－4

第2回木曽川水系

 識者から勉強する会 資料－4



利水－13

（２）水利用の歴史

【明治末期～高度成長期：木曽川で水力発電開発が盛んに行われた】
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（
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最大使用水量

最大出力

（M44八百津発電所（水路式））

木曽川水系における発電出力の変遷（直轄・機構・発電ダム）

T13大井発電所（ダム式）

※直轄・機構・発電ダムを対象に整理

利水－14

（２）水利用の歴史

【発電ダムの建設により下流において24時間当たりの

水位変動が大きくなった

⇒農業の取水に支障が発生し、発電放流方法の調整が行われた】

川辺ダム

発電所

発電所

大井ダム今渡ダム

飛騨川

木曽川

放流量を調整し
一日を通して
安定した流量に

川辺ダム

発電所

発電所

大井ダム

飛騨川
発電停止時
（夜）川辺ダム

発電所

発電所

飛騨川
発電時
（昼）

大井ダム 木曽川 木曽川

発電所

・下流の流量調整のために今渡ダムを建設
・S17に運用方法に合意

※イメージ図
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利水－15

昭和40年6月:水資源開発促進法に基づく水系に指定
昭和43年10月:木曽川水資源開発基本計画策定

（２）水利用の歴史

≪水資源開発基本計画（フルプラン）≫

産業の開発・発展、都市人口の増加に伴い、広域的な用水対策を緊急に実施する
必要がある場合には、当該地域の水系を水資源開発水系として指定し、下記を定
めた

１．水の用途別の需要の見とおし及び供給の目標
２．供給の目標を達成するため必要な施設の建設に関する基本的な事項

３．その他水資源の総合的な開発及び利用の合理化に関する重要事項

※時代の変遷に合わせて変更され、現在の水資源開発基本計画となっている

【高度成長期：水資源開発基本計画（フルプラン）の策定】

利水－16

（２）水利用の歴史

【高度成長期：木曽川水系の水が大規模農地開発を支えた】

S36 愛知用水完成
S42 濃尾用水完成
S52 木曽川用水完成

〈戦後の農業用水の経緯〉

愛知用水 （かんがい面積 約15,000ha）
濃尾用水 （かんがい面積 約11,000ha）
木曽川用水 （かんがい面積 約12,000ha）
幹線水路

【凡 例】

愛
知
用
水

木
曽
川
用
水

木曽川用水

濃
尾
用
水

三重県

愛知県

岐阜県

木曽川水系における農業用水の供給エリア

揖
斐
川

長良川
木曽川
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利水－17

（２）水利用の歴史

【高度成長期：木曽川水系の水が大規模農地開発を支えた】

（出典：農林水産省HPの統計データより作成）

木曽川水系の水供給区域における農業産出額の推移
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利水－18

（２）水利用の歴史

【高度成長期：木曽川水系の水が市民生活や産業の発展を支えた】

S36 愛知用水完成
S52 岩屋ダム完成
H3 阿木川ダム完成
H5 三重用水完成
H7 長良川河口堰完成
H8 味噌川ダム完成

〈戦後の都市用水の経緯〉

木曽川水系における都市用水の供給エリア

愛知用水 （上水）
愛知用水 （工水）
木曽川用水（上水）
木曽川用水（工水）
名古屋市水道
北伊勢工業用水
北中勢水道
幹線水路

【凡 例】
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水
道
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利水－19

（２）水利用の歴史

【高度成長期：人口増加、産業の進出により水需要が増加】

阿
木
川
ダ
ム

味
噌
川
ダ
ム

岩
屋
ダ
ム

（出典：各県の統計年鑑等の資料から中部地整で算出した参考値）

給水人口の推移
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（２）水利用の歴史

【高度成長期：木曽川水系は利水先行の水資源開発をしてきた】

水資源開発の推移

木
曽
川
水
系

利
根
川
水
系
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利水－21

（３）頻発する渇水

１）渇水が頻発する木曽川水系

２）Ｈ６年大渇水における被害状況

３）渇水により地盤沈下が進行

（３）頻発する渇水

利水－22

（３）頻発する渇水

【渇水が頻発する木曽川水系】

最近20ヵ年で渇水の発生した状況
1985～2004年の間で、上水道について
減断水のあった年数※を図示したもの

（※出典：日本の水資源資料をもとに作成）

【 木曽川水系からの取水を制限した延べ日数 】
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利水－23

（３）頻発する渇水

（※3 出典：水マネジメント懇談会資料をもとに作成）

節水対象市区町村※3

減圧給水実施市区町村※3

時間給水実施市町村※3

既存施設による供給市町村

【Ｈ６年大渇水における被害状況】

〇水道用水※1

・知多半島等の9市5町で最長19時間
の時間断水
・中津川市等の約900戸で出水不良
・瀬戸市等の約380,000戸で一時断水

〇工業用水※2

・273事業所で約267億円の被害が発生

〇農業用水※1

・水稲、畑作物、果樹等に葉枯れ、
生育不良、品質低下

愛知県

岐阜県

三重県

揖
斐
川

木曽川

長
良
川

（※1 出典：水資源開発分科会資料）
（※2 出典：中部通産局調査）

名古屋市

利水－24

【市民生活や産業等に深刻な被害をもたらした】

給水車による給水

（H6.9.18 毎日新聞）

（３）頻発する渇水

12
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利水－25

（３）頻発する渇水

【河川の環境に大きな影響を与えた】

木曽川大堰の状況

揖斐川で魚がへい死

（H6.8.8 岐阜新聞）

利水－26

（３）頻発する渇水

【渇水により地盤沈下が進行】

S45 S47 S49  S51  S53   S55  S57  S59   S61  S63   H2   H4    H6    H8   H10  H12

（出典：東海三県地盤沈下調査会、発足３０周年記念誌）
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利水－27

（３）頻発する渇水

100

100
100

20

40

60

80

120

140

204060

80
120140120

80
60

40
20

累加沈下量分布図（cm）

S36～H16までの累加沈下量（cm）
H6の年間沈下量1cm以上の沈下域

【濃尾平野の地盤沈下とＨ６年における沈下域】

（※出典：東海三県地盤沈下調査会）

利水－28

（４）安定した水利用に向けて

１）高度に利用される河川の流水

２）水利用面からみたダムの効果（貯留・補給）

３）取水の制限

４）少雨化によるダムからの供給可能量の低下

５）安定して供給できる水量の評価

（４）安定した水利用に向けて

14
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利水－29

【高度に利用される河川の流水】

（出典：水マネジメント懇談会資料）

（４）安定した水利用に向けて

※イメージ図
降水

ダムから補給

ダム

農業用水

水田

蒸発散量

河川から取水

下水処理水の放流

下水処理場

河川

浄水場

浄水場
工場

工業用水

生活用水を給水

下水道

地下水

井戸揚水量

雨水浸透

海

河川環境の向上や保全

利水－30

【水利用面からみたダムの効果（貯留・補給）】

（４）安定した水利用に向けて

河川の流量が多いとき：貯留

河川の流量が少ないとき：補給

ダムに貯める河川の流量が豊富

ダムからの補給河川流量の不足をカバー

流

量

時間

放流流

量

時間

※イメージ図
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利水－31

（４）安定した水利用に向けて

【渇水の深刻化によるダム補給量の減少と取水の制限】

（出典：国土交通省HP）

※イメージ図

利水－32

【ダム補給量と給水区域の関係】

（４）安定した水利用に向けて

ダムからの補給量の低下は河川からの取水や給水に影響を与える

①ダム補給量の低下

②取水制限
③給水制限

※イメージ図

○○ダム

取水施設

ダムからの補給量

30m3/s

70m3/s

通常時

補給量

補給量
低下

渇水時

補給量

給水区域

取水制限率 30% 給水制限率 10%

10m3/s

給水量

他水源(地下水等)

通常時

未利用

70m3/s

20m3/s

(20m3/s)
渇水時
取水量

(他水源)

通常時

必要水量

70m3/s
渇水時
取水量

通常時

取水量

30m3/s
取水

制限量

他水源
から利用
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利水－33

（４）安定した水利用に向けて

【給水制限による影響】
渇水に伴う給水制限の程度により国民生活や社会・経済活動に様々な影響が発生

（出典：水マネジメント懇談会資料）

利水－34

（４）安定した水利用に向けて

【少雨化によるダムからの補給可能実力の低下】

注： の面積は等しいものとする
ダム

（貯水池）

計 画 時 近 年 1 / 1 0 の 年

水
量

水
量

開発水量

計画時の

河川流量

近年1/10の

年の河川流量

近年の少雨化に

よる河川流量の低下

ダムから
の補給量

ダムから
の補給量

安定供給
可能量

1,500

2,000

2,500

3,000

S21 S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13

年降水量
(㎜/年)

平均値

トレンド
※イメージ図

補給可能
実力の低下88

52
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利水－35

0

20

40

60

80

100

120

（
m
3
/
s）

ダム等
自流
地下水等
需要

安定供給可能量
（2/20）

近年最大渇水
（Ｈ6）

計画当時の
開発水量

平成27年
将来需要量

（４）安定した水利用に向けて

【安定して供給できる水量の評価】

施設の補給実力は計画当時の約６割程度まで低下している

88

52

26

木曽川水系

利水－36

１）利水者による水利用の調整（渇水調整）

２）施設の有効活用（ダムの統合運用）

（５）渇水への対応

（５）渇水への対応
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利水－37

（５）渇水への対応

【木曽川水系の渇水調整の方法】

河川法第５３条により、渇水時において利水者は互譲の精神により水利用

の調整を実施

利水者において節水対策等の対応を協議・調整する。節水対策について

は、実績取水量に対してダム毎に上、工、農水別の節水率と期間を設定し

実施

利水者だけの対応が困難な場合、河川管理者を含め「緊急水利調整協議

会」を開催し、水利用の調整を実施

渇水対策として、ダム貯水量の有効利用を図るためダム群を統合運用、

他の利水者への節水協力依頼等

〈通常のダム管理、渇水調整〉

〈厳しい渇水時の渇水調整〉

利水－38

【取水制限率強化に伴うダムからの補給方法】

※イメージ図

（出典：水マネジメント懇談会資料）

段階的に取水制限率を強化し
ていくことで、大規模な被害
発生を防ぐ

ダムより補給できなくなった
場合に大規模な被害が生じる

（５）渇水への対応
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利水－39

木曽川
飛騨川

阿木川ダム

味噌川ダム

牧尾ダム等の給水区域に貯水量に余裕があった
阿木川ダム、味噌川ダムからも補給を行い、牧尾
ダムの貯水量を温存

統合運用

給水区域

（５）渇水への対応

【施設の有効活用（ダムの統合運用）】

岩屋ダム 牧尾ダム

※イメージ図

不足 不足

余裕

余裕

利水－40

【施設の有効活用（ダムの統合運用）】

４ダム運用（実績）

単独運用（節水有り）

単独運用（節水無し）

※シミュレーションによる推定

（５）渇水への対応

既存施設の有効活用により市民生活への深刻な被害を回避した

牧尾ダム貯水量の推移（H17渇水における評価）
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2
6
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2
8

6/
3
0

7
/
2

7
/
4

7
/
6

7
/
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貯水量（千m３）

第1回
節水

第4回
節水

第3回
節水

第2回
節水

ダム枯渇：10日間※

7/15解除

5/24 5/29 6/3 6/15

6/10 ダム枯渇※

6/20 ダム枯渇※

（農40%上20%工40%)（農30%上15%工30%)
（農20%上10%工20%)

（農10%上 5%工10%)

統合運用開始

ダム枯渇：20日間※
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利水－41

（６）近年の新たな社会要請

１）河川維持流量の確保

２）発電ダムからの放流による河川流量の回復

３）流域の水環境改善に向けて

（６）近年の新たな社会要請

利水－42

【河川維持流量の確保】

◆河川維持流量とは

河川には一定流量以上の流量がなければ河川環境、河川利用、河川管理など

に支障が生じる

河川維持流量とは動植物の生息又は生育、舟運、漁業、景観、塩害の防止、

河川管理施設の保護など10項目を総合的に考慮し設定する流量

（６）近年の新たな社会要請

※イメージ図動植物の生息又は生育に必要な流量の確保

水深が小さい場合

必要水深が確保できた場合
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利水－43

【河川環境等のために確保すべき流量が不足】

木曽大堰下流の
瀬切れの様子

0

1

2

3

4

5

S30 S32 S34 S36 S38 S40 S42 S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H01 H03 H05 H07 H09 H11 H13 H15 H17

容
量
（億
m
3
）

特定容量（上水、工水、農水）

不特定容量

牧
尾
ダ
ム

岩
屋
ダ
ム

阿
木
川
ダ
ム

味
噌
川
ダ
ム

≪木曽川水系の水資源開発の推移≫

（６）近年の新たな社会要請

利水－44

【水環境改善：発電ダムからの河川維持流量の放流】

放流前

木曽川 山口ダム下流

放流後

（出典：国土交通省HP）

（６）近年の新たな社会要請

※イメージ図
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利水－45

【水環境改善：発電ダムからの放流による河川流量の回復】

（６）近年の新たな社会要請

27%

73%

減水区間
総延長：461km

解消区間：約336km

未解消区間：約126km

河川流量回復

利水－46

【流域の水環境改善】

～堀川への通水～

名古屋市では堀川浄化を望む
市民の声が高まり、平成11年9月
に庄内川から0.3～3.0m3/sを導水
する試験通水が実施された

現在は庄内川から0.3m3/sの
導水が行われている

※環境用水は、災害時等の防災用水としても望む声が高い

（出典：庄内川河川事務所パンフレット）

（６）近年の新たな社会要請
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利水－47

（７）水利用面における論点と対応策

２）水利用面における対応策

３）現在実施している事業

４）水利用の合理化と安定性の確保

（７）水利用面における論点と対応策

１）水利用面における論点

利水－48

①頻発する渇水への対応策として何をすべきか

②新たな流域水環境に関する社会要請への対応策
は如何にあるべきか

≪論 点≫

（７）水利用面における論点と対応策
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利水－49

（７）水利用面における論点と対応策

何もしない

対策を行う

不安定取水対策

渇水調整

異常渇水対策

河川維持流量の回復

水利用合理化の推奨

ダム統合運用の実施

節水対策強化の推奨

徳山ダム渇水対策容量に

備蓄した水を供給

河川流量の再生

安定供給施設の整備

発電バイパス区間の流量回復

都市河川(堀川等)の水環境の改善

利水－50

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

伊 勢 湾

徳山ダム

横山ダム

岩屋ダム

牧尾ダム

味噌川ダム

阿木川ダム

新丸山ダム

長良川河口堰

連絡導水路
ルート案

木曽川大堰

【現在の事業】

（７）水利用面における論点と対応策

≪木曽川水系連絡導水路≫
・異常渇水時の緊急水補給による河川環境の改善等
・新規利水の補給

≪徳山ダム≫
・洪水調節
・不特定補給
（既得用水、河川環境の維持）
・異常渇水時における緊急水の補給
・新規利水
・発電

≪新丸山ダム≫
・洪水調節
・不特定補給
（既得用水、河川環境の維持）
・発電
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利水－51

（７）水利用面における論点と対応策

【水利用の合理化と安定性の確保に向けた対応策】

水利用の合理化と

安定性の確保

水資源開発施設等によ
る水源の確保、複数化

供
給
側
の
対
策

需
要
側
の
対
策

既存施設の有効活用
・水路等によるダム群連携
・嵩上げ等のダムの再開発
・水路等の改築

施設運用の弾力化
・ダム群の統合運用
・洪水調節容量の一部活用

水の転化・融通
・用途間の転用
・地域間の融通

水源多様化
・海水の淡水化
・雨水利用

施設管理の強化
・漏水の防止

水の反復利用
・工業用水の回収率向上
・渇水時における番水
・中水道等雑用水利用
・下水道処理用水の活用

節水意識の向上と機器
普及
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昭和３０年代 平成１１年

面
積
（
h
a）
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木曽川（31.0km）左岸

昭和54年

平成14年昭和52年

平成14年

（愛知県尾西市）

砂
礫
河
原
面
積
の
割
合
（
％
）

35

第2回木曽川水系

 識者から勉強する会 資料－4

第2回木曽川水系

 識者から勉強する会 資料－4



長良川（45.0～48.0km付近）

長良川（45.0～48.0km付近）

ワンド

（岐阜県岐阜市）

（岐阜県岐阜市）

ワ
ン
ド
数
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木曽三川河口部（0～6km付近）
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(愛知RDB)
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ホソバイヌタデ（環境省ＲＤＢ，愛知RDB）

イタセンパラ（天然記念物）
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タコノアシ（岐阜ＲＤＢ絶滅危惧Ⅱ類）

ワンド（木曽川 32km付近）

木曽川 32km付近
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セイタカアワダチソウ
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（揖斐川47km右岸） （揖斐川47km右岸）
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53km （長良川52km付近）
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犬山城

鵜飼

お駒返しの跡

扶桑緑地公園

愛
岐
大
橋

ラ
イ
ン
大
橋

前渡不動
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水上バイクによる事故が多い
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投棄車両
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※ＢＯＤ：生物学的酸素要求量，河川の有機汚濁の指
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5
%
値
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g/
L
)
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（木曽川橋）

市民との水質調査の様子
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その他
（１９％）

その他
（３８％） 生活系

（６５％）

生活系
（４２％） 産業系

（１６％）

産業系
（２０％）

【伊勢湾への流入負荷量の状況】

燐
負
荷
量
(t
/日
)

窒
素
負
荷
量
(t
/
日
)

※H16は削減目標値

生活系

産業系

その他：農林水産業、市街地由来
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・水辺の楽校等、フットパス

・景勝地等の保全
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1

1

ふれあい懇談会の開催について

１．ふれあい懇談会の目的と役割
「ふれあい懇談会」は、各市町と国土交通省の河川事務所が共催して、

安全・安心で自然豊かな河川の整備と管理の更なる充実を図るため、沿川
住民のみなさんと一緒に各地先の巡視を行い、川に対して日頃感じていること
やこれからの河川整備と管理に関するご意見をお聞きし、住民のみなさんに
喜ばれ、親しまれる河川整備の参考にすることを目的としています。

２．実施市町（順不同）
岐阜県・・・可児市、美濃加茂市、坂祝町、各務原市、岐南町、笠松町、羽島市、

岐阜市、北方町、瑞穂市、安八町、輪之内町、揖斐川町、池田町、
神戸町、大野町、本巣市、大垣市、養老町、海津市（２０市町）

愛知県・・・犬山市、扶桑町、江南市、一宮市、稲沢市、愛西市、弥富市（７市町）
三重県・・・桑名市、木曽岬町（２市町）

2

２４名桑名市役所９：００～１１：３０７月 ２日 （日）桑名市（桑名地区）

三
重
県

１５名多度町総合支所９：００～１１：３０７月 ９日 （日）桑名市（多度地区）

１６名海津市海津庁舎９：００～１２：００６月１１日 （日）海津市（高須輪中地区）

１７名海津市働く女性の家１３：００～１６：００６月１１日 （日）海津市（南濃地区）

愛

知

県

岐

阜

県

１４：００～１７：００

１４：００～１７：００

９：００～１１：３０

９：００～１１：３０

９：００～１１：３０

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：００～１２：００

９：００～１１：３０

９：００～１２：００

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：００～１２：００

９：００～１１：００

１３：３０～１６：００

９：００～１２：００

９：００～１２：００

９：００～１２：００

９：００～１２：００

１３：３０～１６：３０

１３：００～１６：００

９：００～１２：００

９：００～１２：００

４５名大垣市南部公民館７月１５日 （土）大垣市

未実施本巣市役所糸貫分庁舎８月２０日 （日）本巣市

２１名神戸町役場７月２２日 （土）神戸町・池田町（共同開催）

１７名創生ホール７月２３日 （日）木曽岬町

１８名長島町総合支所７月 ９日 （日）桑名市（長島地区）

２１名弥富市総合福祉センター７月１６日 （日）弥富市

１２名愛西市立田体育館７月３０日 （日）愛西市

２５名祖父江支所６月２５日 （日）稲沢市

３６名尾西庁舎６月２５日 （日）一宮市

３３名江南市民文化会館７月１５日 （土）江南市

１４名扶桑町中央公民館７月 ９日 （日）扶桑町

４３名国際観光センター フロイデホール７月２２日 （土）犬山市

１１名養老町中央公民館７月３０日 （日）養老町

未実施大野町総合町民センター８月１９日 （土）大野町

未実施揖斐川町役場８月１９日 （土）揖斐川町

２７名輪之内町文化会館７月 ８日 （土）輪之内町

未実施ハートピア安八８月１９日 （土）安八町

１１名瑞穂市役所巣南庁舎７月２３日 （日）瑞穂市

未実施北方町役場８月 ５日 （土）北方町

１８名岐阜市役所７月 ８日 （土）岐阜市

３２名羽島市民会館７月 ２日 （日）羽島市

２２名笠松中央公民館７月 １日 （土）岐南町・笠松町（共同開催）

３５名川島ライフデザインセンター７月２３日 （日）各務原市

４７名美濃加茂市中央公民館７月２２日 （土）美濃加茂市・坂祝町（共同開催）

４２名今渡連絡所７月１６日 （日）可児市

参加人数場 所開 催 日 時開 催 地

３．開催日 ７月３１日現在

第2回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料-5



2

三重県

各務原市

美濃加茂市

可児市

坂祝町

犬山市扶桑町

江南市一宮市

稲沢市

羽島市

笠松町

岐南町

岐阜市

瑞穂市

輪之内町

大垣市

養老町

海津市

神戸町

池田町

桑名市
愛西市

弥富市

木曽岬町

揖斐川町

大野町
本巣市

安八町

北方町

凡 例

：実施済市町（２４市町）

：未実施市町（５市町）

７月３１日現在

○○市

○○市

４．開催状況
○市町別開催状況

3

4

○岐阜市ふれあい懇談会（木曽川上流河川事務所管内）

現場巡視

（長良川右岸53 2k 鵜飼広場）

懇談会会場

意見を添付 意見発表 意見発表

現場巡視

（長良川右岸53 2k 鵜飼広場）

第2回木曽川水系
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5

○桑名市ふれあい懇談会（木曽川下流河川事務所管内）

現場巡視

（揖斐川右岸-0.2k 城南排水機場）

現場巡視

（揖斐川右岸4.2k 吉之丸地区高潮堤）

開 会

開 会

ワーキング

ワーキング

6

５．新聞記事（江南市ふれあい懇談会）

【中日新聞 （朝刊・尾張版） ２００６年７月１９日（水）】

第2回木曽川水系
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今 後 の 予 定

第３回木曽川水系識者から勉強する会

平成 年 月以降開催予定 18 9

取り組むべき課題の整理 等議題(案)

第2回木曽川水系
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第３回 木曽川水系識者から勉強する会

議 事 次 第

日時：平成 年 月 日(木)18 11 2

14:00 17:00～

場所：愛知県三の丸庁舎 大会議室8F

１．開 会

２．議 題

( )「第２回木曽川水系識者から勉強する会」議事要旨(案)1

( ) 維持管理面から見た木曽川水系の現状と課題2

( ) 全体(治水、流水管理・水利用、環境、維持管理)を通しての3

木曽川水系の現状と課題

( ) 今後の予定4

( ) その他5

３．閉 会

第3回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料



木曽川水系識者から勉強する会 配席図

藤
田

裕
一
郎
○

岐
阜
大
学

流
域
圏
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

 
教
授

光
岡

史
郎
○

（

財
）

愛
知
・
豊
川
用
水
振
興
協
会

 
 
 
理
事
長

三
宅

雅
子
○

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、

中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
参
与

元朝日新聞社論説員
（NPO法人シルバー総合研究所理事）

重網 伯明
○ ○

中部地方整備局
河川部 河川調査官

浅野 和宏
（進行）

○
中部地方整備局

横山ダム工事事務所長

松岡 博

○

○
中部地方整備局

木曽川下流河川事務所長

関沢 元治

名古屋大学大学院
工学研究科 教授

辻本 哲郎
○ ［座 長］ ○

中部地方整備局
河川部長

細見 寛

○
中部地方整備局

木曽川上流河川事務所長

中村 敏一

○

○
中部地方整備局

新丸山ダム工事事務所長

平光 文男

京都大学
防災研究所 教授

小尻 利治
○ ○

中部地方整備局
丸山ダム管理所長

八田 文夫

○
関
口

秀
夫

三
重
大
学
大
学
院

生
物
資
源
学
研
究
科
 
教
授

○
松
尾

直
規

中
部
大
学

工
学
部
 
教
授

○
宮
池

克
人

中
部
電
力
（

株
）

常
務
取
締
役

（社）中部経済連合会
常務理事

大野 睦彦

元中部地方建設局 企画部長

（(独)水資源機構理事長）

青山 俊樹
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木曽川水系識者から勉強する会

識 者 名 簿

名古屋大学大学院工学研究科教授 ＜河 川＞座 長 辻 本 哲 郎
つじもと てつろう

元中部地方建設局企画部長
＜河川行政＞識 者 青 山 俊 樹

あおやま と し き

（(独)水資源機構理事長）

(社)中部経済連合会常務理事 ＜経 済＞大 野 睦 彦
お お の むつひこ

中日新聞常務取締役 ＜マスコミ＞小 出 宣 昭
こ い で のぶあき

京都大学防災研究所教授 ＜水 資 源＞小 尻 利 治
こ じ り としはる

前中部地方整備局事業評価監視委員会委員
＜評 価＞重 網 伯 明

じゅうあみ のりあき

（ 法人シルバー総合研究所理事）NPO

三重大学大学院生物資源学研究科教授 ＜底生生物＞関 口 秀 夫
せきぐち ひ で お

岐阜大学流域圏科学研究センター教授 ＜河 川＞藤 田 裕一郎
ふ じ た ゆういちろう

中部大学工学部教授 ＜環境水理＞松 尾 直 規
ま つ お な お き

(財)愛知・豊川用水振興協会理事長 ＜農 水＞光 岡 史 郎
みつおか し ろ う

中部電力㈱常務取締役 ＜経 済＞宮 池 克 人
みやいけ よしひと

日本ペンクラブ、中部ペンクラブ参与 ＜作 家＞三 宅 雅 子
み や け ま さ こ

※敬称略 五十音順
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資料－１ 「第２回木曽川水系識者から勉強する会」議事要旨(案)
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資料－３ 「第３回木曽川水系識者から勉強する会(維持管理編)」

説明資料

資料－４ 「木曽川水系河川整備計画」対策主要メニュー

・主要プロジェクト(案)一覧

「学識経験者からの意見聴取(河川法第 条の 第 項)」資料－５ 16 2 3
の進め方

参考資料－１ 河床変動状況(人為的・自然的インパクトとレスポンス)

参考資料－２ 住民との懇談状況

参考資料－３ 堤防の詳細点検の実施状況

第3回木曽川水系

     識者から勉強する会 資料



 
 

1 

 

第２回木曽川水系識者から勉強する会 議事要旨(案) 

 

日 時：平成 18 年 8 月 1 日（火）13:30～16:30 

場 所：愛知県三の丸庁舎 8F 大会議室 

 

 １．開会 

 

 ２．挨拶（中部地方整備局河川部長） 

 

 ３．座長挨拶 

 

 ４．情報提供 

   事務局より次の情報提供を行いました。 

・ 平成１８年７月豪雨に伴う天竜川水系(長野県内)の出水状況（速報） 

・ 同木曽川水系の出水状況（速報） 

 

 ５．議事 

  (1)「第１回木曽川水系識者から勉強する会」議事要旨（案） 

議事要旨は、｢資料-1｣の(案)をとって、ホームページ等で公開することが合意

されました。 

 

(2)「木曽川水系識者から勉強する会」の進め方等 

本会の公開は、｢資料-2｣に基づいて行うことが合意されました。 

 

(3)水利用・環境面から見た木曽川水系の現状と課題 

論点に関して主に次のような意見を頂きました。 

＜水利用面＞ 

論点１ 頻発する渇水への対応策として何をすべきか。 

論点２ 新たな流域水環境に関する社会要請への対応策は如何にあるべきか。 

＜環境面＞ 

論点１ 河川環境をどのように保全していくべきか。 

論点２ 美しい水辺景観の保全や河川にまつわる文化の継承・育成についてどのように

取り組んでいくべきか。 

論点３ 河川利用についてどのように対応していくべきか。 

論点４ 水質をどのようにしていくべきか。 

 

・ 水利用を考える上では、流域の賦存量、総流出量を考慮するとともに、木曽川

の特徴である流域内外の利用状況も踏まえた水収支を考慮して検討することが

必要。 

・ 河川整備計画は、２０年ないし３０年を見通した流域の整備目標であるので、

既存の水需給計画の目標年次のみでなく、将来を見通した議論も必要。 
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・ 水利用に関しては、近年の異常気象や渇水の発生等をとらえるため、利用水量

や水資源量を年単位のみでなく、季節的な変動や短い時間的スケールについて

も考慮することが必要。 

・ 渇水対策は、利水や河川流量の季節的な変動を考慮し時期に応じた対策が必要。

併せて河川環境にも配慮すべき。 

・ 渇水に対し利水の安定化対策（利水安全度の向上）を考えていくことが必要。 

・ 水利用計画は、気候変動に加え、人口の変動や地域社会の構造の変化、産業構

造の変化、農業施策などのトレンドも踏まえて考えることが必要。 

・ 断水が起こるような異常渇水時においては、水供給に優先順位を設定するなど、

ソフト面での対策についても議論していくことが必要。 

・ 政策プロセスを、住民の側が理解しやすいアナログ的な情報で提供することも

重要。 

・ 木曽三川の水量・水質が、伊勢湾の環境と密接に関連していることを認識する

ことが必要。 

・ 河川の水枯れ対策のために水力発電量を減らすことは、地球温暖化の観点から

見れば、CO2 の排出を増やすという側面もある。 

・ 地球温暖化などによる世界的な異常気象などに起因して、日本での食料不足、

輸入量不足も心配される。危機管理の観点からは、低コストで水を確保する工

夫が必要。 

・ これ以上、河川の連続性が損なわれてはいけない。水利用を工夫する等に知恵

を働かすことが重要。 

・ 水を賢く利用する方法として、外国の先進事例も勉強すべき。 

・ 流砂系の現状を整理し、河床低下や海岸線の後退、生物の生息場の消失などの

問題を全体的とらえることが重要。 

・ 水を量的に確保するだけでなく、質的な確保といった視点も重要。 

・ 現在設置されている施設、計画している施設で、将来の水需要に対しどこまで

対応できるのか検証し、どこに問題があるのかを明確にするべき。 

・ 農業用水は末端まで配水できるシステムが必要で、相当の量も必要。パイプラ

イン化も進められているが、オープン水路は農村景観を維持するといった側面

も持っていることも考慮し、必要な水量の確保に努めるべき。 

・ 直轄河川だけに限らず、県管理区間等のデータも含めた、水系全体、流域全体

での議論をすべき。 

(順不同) 

 

(4)「ふれあい懇談会」の実施状況 

 ふれあい懇談会の実施状況を報告(説明)しました。 

 

(5)今後の予定 

 次のことが確認されました。 

・ ９月以降に「取り組むべき課題の整理」を主な議題として第３回勉強する会を

開催予定。 

 

 ６．閉会 
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１．維持管理面から見た木曽川水系の現状と課題

＜論 点＞

( )効果的・効率的な維持管理をいかに行うか。1

( ) 河川や地域の特性を反映した危機管理をいかに行うか。2
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地域と連携
した取り組
み

ダム本体・
観測機器等
の維持管理

許可工作物
の適正維持
管理指導

堤体、放流施設の維
持更新

不法投棄物の処理

流木、ゴミ処理

貯水池及び周辺工作
物の維持管理

ダム貯水池
の維持管理

木曽川水系河川整備計画 対策主要メニュー・主要プロジェクト(案)一覧 【治水、流水管理・水利用、環境、維持管理】

何もしない

整備をする

何もしない

対策を行う

何もしない

対策を行う

【維持管理】

何もしない

【治 水】

連絡導水路

観測機器等の維持更
新

流下物の
処理

老朽化に伴う施設更
新

河道の維持

河川の清潔
の維持

河川の特質
を踏まえた
維持管理

植生維持管理

河床、河岸維持管理

水質の改善

緊急用河川敷道路・
防災船着場を整備す
る

わかりやすい水質基
準の整備

地域に開かれたダム
指定、水源地域ビ
ジョンの実施

貯水池容量の維持

流下物の処理

貯水池の環境維持

河川愛護団体、環境
保全センター、水防
団等の育成・強化

【流水管理・水利用】 【環 境】

河川維持管
理機器の維
持更新

ダム統合運用の実施

河川環境の
保全整備

多自然川づくり

自然再生事業

維持管理を行う

新丸山ダム

長良川

堤防強化

適正な流水
管理・水利
用

安定供給施設の整備

河川維持流量の回復

水利用合理化の推奨

水位低下 川幅を広げる

掘削をする

洪水調節機能の強化

内水対策
ポンプにより排水す
る

樋門樋管、排水機場
等の維持管理

河川工作物
の維持管理

魚がすみやすい川づ
くり

川と人との
ふれあいの
増進

水辺のふれあい拠点
の整備

景観の保全

地域住民やNPO等との
連携を推進

防災ｽﾃｰｼｮﾝを拡充す
る

異常渇水
対策

徳山ダム渇水対策容
量に備蓄した水を供
給

河川流量の
再生

発電パイパス区間の
流量回復

湛水しても被害が最
小となるよう土地利
用を誘導する

都市河川(堀川等)の
水環境の改善

危機管理対
策

輪中堤を補強する

光ケーブル、CCTVの
維持更新

危機管理施設の維持

節水対策強化の推奨

渇水調整
洪水の通常の作用に
対する安全性を強化
する

耐震化する

伊勢湾の再生

堤防の
維持管理 堤防の維持補修

堤防除草

ゾーニングによる保
全と整備

河川利用のルール策
定とマナー教育

地域住民やNPO等との
連携を推進

支川の浄化
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「学識経験者からの意見聴取(河川法第 条の 第 項)」の進め方16 2 3

１．スケジュール(案)

第 回委員会1

・会議の進め方

・木曽川水系の現状と課題

河川整備基本方針検討小委員会

第 回委員会 ・河川整備基本方針の策定2

・木曽川水系の現状と課題

・河川整備計画骨子案 「ふれあい懇談会」の開催

・河川整備計画骨子案に対する

第 回委員会 住民意見の収集3

・河川整備計画素案(たたき台)

第 回委員会 住民の意見を反映させる措置(公聴会等)4

・河川整備計画(原案)の意見聴取 <河川法 条の 第 項>16 2 4

<河川法 条の 第 項> 関係県知事の意見聴取16 2 3

<河川法 条の 第 項>16 2 5

関係省庁協議

<通達>

第 回委員会 ・河川整備計画の策定5

・河川整備計画の報告

※適宜、委員会及び現地視察会を実施して

いきます。

２．委員構成

・ 木曽川水系識者から勉強する会」メンバーをベースに学識者にて構成「

・補充を検討している専門分野

(案)地理、砂防 等
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寺
川

木
曽
川
中
流
圏
域
地
域
検
討
会

1
6

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.8

1
完
了

会
議
形
式

犀
川

犀
川
圏
域

犀
川
圏
域
地
域
検
討
会

1
9

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
2
.8
.1
0

6
完
了

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

犀
川

糸
貫
川
（
北
方
町
）

糸
貫
川
-
北
方
町
環
境
づ
く
り
会
議

1
1

無
河
川
整
備
計
画
に
関
係
な
し

H
1
3
.2
.2
4

9
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

境
川

境
川
流
域
（
３
市
３
町
）
未
来
の
川
づ
く
り
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟ

1
0
7

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.2
4

1
7
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

境
川

境
川

未
来
の
川
づ
く
り
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟ（
境
川
部
会
）

－
無

河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
4
.7
.2
0

2
6
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

境
川

荒
田
川

未
来
の
川
づ
く
り
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟ（
荒
田
川
部
会
）

－
無

河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
4
.7
.2
7

2
8
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

境
川

新
荒
田
川

未
来
の
川
づ
く
り
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟ（
新
荒
田
川
部
会
）

－
無

河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
4
.7
.2
0

2
4
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

境
川

桑
原
川
（
羽
島
市
）

桑
原
川
地
域
検
討
会

1
9

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.2
8

2
継
続
中

会
議
形
式

伊
自
良
川

伊
自
良
川
圏
域

伊
自
良
川
鳥
羽
川
流
域
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

2
2

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
2
.1
2
.2
1

4
完
了

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

伊
自
良
川

鳥
羽
川
（
高
富
町
）

鳥
羽
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

6
2

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.1
0
.2

1
1
完
了

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

長
良
川

長
良
川
（
岐
阜
市
）

長
良
川
（
岐
阜
市
）
地
域
検
討
会

1
4

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
2
.7
.2
4

3
継
続
中

会
議
形
式

長
良
川

武
儀
川

長
良
川
（
旧
美
山
町
）
地
域
検
討
会

7
無

河
川
整
備
計
画
に
関
係
な
し

H
1
2
.7
.2
8

2
完
了

会
議
形
式

大
江
川

大
江
川

高
須
輪
中
の
か
わ
づ
く
り
を
考
え
る
会

1
9

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.2
8

3
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

津
屋
川

津
屋
川

津
屋
川
こ
れ
か
ら
会
議

9
1

無
河
川
整
備
の
た
め

H
1
2
.1
2
.9

1
1
完
了

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

牧
田
川

水
門
川
、
中
之
江
川
河
川
整
備
計
画
西
濃
地
域
検
討
会
（
水
門
川
ブ
ロ
ッ
ク
）

2
0

有
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.7
.2
1

6
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

牧
田
川

杭
瀬
川

河
川
整
備
計
画
西
濃
地
域
検
討
会
（
杭
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク
）

2
5

有
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.7
.2
1

6
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

牧
田
川

相
川
、
大
谷
川
、
泥
川
河
川
整
備
計
画
西
濃
地
域
検
討
会
（
相
川
ブ
ロ
ッ
ク
）

2
3

有
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.7
.2
1

8
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

牧
田
川

相
川

相
川
福
祉
と
健
康
の
水
辺
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

2
1

無
河
川
整
備
の
た
め

H
1
5
.1
2
.1
0

5
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

牧
田
川

相
川

相
川
竹
林
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

3
6

無
竹
林
整
備
の
た
め

H
1
6
.1
.2
1

7
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

揖
斐
川

管
瀬
川

谷
汲
村
地
域
検
討
会

1
7

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.2
2

2
完
了

会
議
形
式

揖
斐
川

三
水
川
、
花
田
川

大
野
町
地
域
検
討
会

1
3

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.2
6

3
完
了

会
議
形
式

揖
斐
川

揖
斐
川
町
地
域
検
討
会

1
8

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.2
2

4
完
了

会
議
形
式

長
良
川

余
取
川

一
級
河
川
余
取
川
川
づ
く
り
検
討
委
員
会

1
7

有
河
川
整
備
計
画
に
関
係
な
し

H
1
3
.3
.5

1
0
完
了

会
議
形
式

長
良
川

長
良
川

長
良
川
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会
（
美
濃
市
）

9
無

河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.7
.1
8

3
継
続
中

会
議
形
式

長
良
川

長
良
川

長
良
川
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会
（
関
市
）

8
無

河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.7
.1
9

3
継
続
中

会
議
形
式

長
良
川

津
保
川
（
下
流
）

津
保
川
下
流
域
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

1
2

無
河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.7
.2
4

2
継
続
中

会
議
形
式

長
良
川

津
保
川
（
上
流
）

津
保
川
上
流
域
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

1
1

無
河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
3
.3
.1
5

2
継
続
中

会
議
形
式

長
良
川

長
良
川

2
1
世
紀
の
長
良
川
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
会

2
2

無
長
良
川
上
流
域
の
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.7
.1
4

3
完
了

会
議
形
式

長
良
川

曽
部
地
川

川
づ
く
り
委
員
会

6
5

無
河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.7
.2
7

6
完
了

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

長
良
川

長
良
川

長
良
川
河
川
整
備
計
画
郡
上
地
域
検
討
会

1
2

無
長
良
川
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
会
を
活
用

H
1
8
.2
.2
0

1
継
続
中

会
議
形
式

長
良
川

曽
部
地
川

曽
部
地
川
河
川
改
修
推
進
委
員
会

1
2

無
曽
部
地
川
川
づ
く
り
委
員
会
を
活
用

H
1
8
.5
.1

1
継
続
中

会
議
形
式

木
曽
川
中
流

可
児
川
他

木
曽
川
中
流
（
可
児
市
、
御
嵩
町
）
地
域
検
討
会

1
7

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.5

2
継
続
中

会
議
形
式

木
曽
川
中
流

加
茂
川
他

木
曽
川
中
流
（
美
濃
加
茂
市
、
坂
祝
町
）
地
域
検
討
会

1
3

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
3
.3
.8

2
継
続
中

会
議
形
式

木
曽
川
上
流

中
野
方
川

中
野
方
川
地
域
懇
談
会

4
1

無
河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.5
.1
0

1
4
完
了

会
議
形
式

木
曽
川
上
流

濁
川

濁
川
地
域
検
討
会

1
1

無
河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.5
.1
1

1
完
了

会
議
形
式

木
曽
川
上
流

坂
本
川
、
千
旦
林
川
坂
本
川
・
千
旦
林
川
地
域
検
討
会

6
1

無
河
川
整
備
計
画
の
た
め

H
1
2
.5
.9

1
完
了

会
議
形
式

飛
騨
川

飛
騨
川

益
田
川
住
民
会
議

4
5

無
益
田
川
の
将
来
像
を
創
る
た
め

H
1
3
.1
.2
7

1
4
完
了

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

飛
騨
川

飛
騨
川

川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

8
3

無
具
体
的
な
計
画
の
立
案
の
た
め

H
1
4
.1
2
.1
1

1
5
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

飛
騨
川

飛
騨
川

し
ら
さ
ぎ
緑
地
検
討
会

1
1

無
公
園
計
画
の
立
案
の
た
め

H
1
7
.7
.1
5

1
継
続
中

会
議
形
式

飛
騨
川

八
尺
川

八
尺
川
を
考
え
る
会

9
無

河
川
環
境
改
善
へ
の
意
見
聴
取
の
た
め

H
1
5
.1
1
.4

5
継
続
中

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

郷
瀬
川

郷
瀬
川
・
新
郷
瀬
川

郷
瀬
川
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

約
2
4
,3
0
0
世
帯

無
河
川
整
備
計
画
検
討
の
た
め

H
1
8
.1
0

1
継
続
中

ア
ン
ケ
ー
ト
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羽
島
市

輪
之
内
町

垂
井
町

大
垣
市

神
戸
町

北
方
町

岐
南
町

笠
松
町

一
宮
市

扶
桑
町

犬
山
市

御
嵩
町

下
呂
市

池
田
町

大
野
町

岐
阜
市

本
巣
市

山
県
市

美
濃
加
茂
市

可
児
市

恵
那
市

坂
祝
町

八
尺
川
を
考
え
る
会

高
山
市

2
1
世
紀
の
長
良
川
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
会

川
づ
く
り
委
員
会
（
曽
部
地
川
）

長
良
川
河
川
整
備
計
画
郡
上
地
域
検
討
会

曽
部
地
川
河
川
改
修
推
進
委
員
会

益
田
川
住
民
会
議

川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

し
ら
さ
ぎ
緑
地
検
討
会

長
良
川
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

津
保
川
下
流
域
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

津
保
川
上
流
域
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

関
市
流
域
対
策
検
討
会

余
取
川
川
づ
く
り
委
員
会

長
良
川
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

美
濃
市
長
良
川
流
域
対
策
検
討
会

関
市

美
濃
市

郡
上
市

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

高
須
輪
中
の
か
わ
づ
く
り
を
考
え
る
会

海
津
市
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

稲
沢
市

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

桑
原
川
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

相
川
福
祉
と
健
康
の
水
辺
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

相
川
竹
林
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

津
屋
川
こ
れ
か
ら
会
議

大
垣
市

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

河
川
整
備
計
画
西
濃
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

谷
汲
村
地
域
検
討
会

揖
斐
川
町
地
域
検
討
会

揖
斐
川
町

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

伊
自
良
川
鳥
羽
川
流
域
河
川
整
備
計
画
地
域
検
討
会

鳥
羽
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

長
良
川
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

大
野
町
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

未
来
の
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

長
良
川
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

木
曽
川
中
流
圏
域
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

木
曽
川
中
流
圏
域
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

木
曽
川
中
流
地
域
検
討
会

中
野
方
地
域
懇
談
会

濁
川
地
域
検
討
会

坂
本
川
・
千
旦
林
川
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

犀
川
圏
域
地
域
検
討
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

北
方
町
環
境
づ
く
り
会
議

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

木
曽
川
中
流
圏
域
地
域
検
討
会

各
務
原
市

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

郷
瀬
川
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

木
曽
川
中
流
地
域
検
討
会

桑
名
市

弥
富
市

愛
西
市

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

多
治
見
市

郷
瀬
川
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

郷
瀬
川
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

郷
瀬
川
住
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木
曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐
川
堤
防
の
詳
細
点
検
の
実
施
状
況
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７
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末
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）
に
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る
詳
細
点
検
は
、

木
曽
川
で
１
０
２
ｋ
ｍ
の
う
ち
５
９
ｋ
ｍ
、
長
良
川
で
９
０
ｋ
ｍ
の
う
ち
２
２
ｋ
ｍ
、
揖
斐
川
で
１
５
４
ｋ
ｍ
の
う
ち
９
０
ｋ
ｍ
が
完
了
。
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検
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５
３
ｋ
ｍ
。
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